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米国コロラド州立大学から福島大学へ 
福島県避難地域の野生生物研究について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■環境放射能研究所における野生生物の研究について 

研究を進める上で、野生生物の健康リスクを予測するには、被ばく線量を把握する必

要があります。しかし、野生生物は汚染レベルが大きく異なる様々な場所を移動するた

め、すべての生息地の汚染レベルを測定し、それぞれの場所で野生生物が過ごす時間を

把握するのは容易ではありません。野生生物に対する放射線被ばくの影響をどのように

評価するのかは科学者の間でも広く議論が重ねられている課題です。 

 

■野生生物研究の発表会について 

「第 5回 福島大学環境放射能研究所研究活動懇談会 福島の避難地域の野生生物のいま」 

●日  時：平成 29年 11 月 25 日（土）13:00～16:00 

●場  所：東京都江東区・日本科学未来館７F未来館ホール 

●研究発表： 

「環境中における放射性セシウムの“ふるまい”と福島の状況」塚田祥文 教授 

「福島高線量地域に生息する野生生物の状況～消滅か繁栄か？～」（逐次通訳あり）

トーマス・ヒントン 教授 

「原発周辺水域における魚類の放射性セシウム汚染状況」和田敏裕 准教授 

●主催：福島大学環境放射能研究所 

 

（※）「foR-A プロジェクト」…福島大学では、平成 27 年度から「中井プラン 2021」で示した「『21 世紀

的課題』が加速された福島での課題」の解決に結びつく研究を重点研究分野として指定し、研究費を重点

配分する「foR プロジェクト」を実施しています。「foR－A プロジェクト」は、福島県の地域課題の解決に

必要な研究を行う単年度指定のプロジェクトであり、Rは Research（研究）、Fは Future（未来）、 A は Area

（地域）の頭文字です。 

（お問い合わせ先） 
福島大学環境放射能研究所 事務室 
電話：024-504-2114 FAX：024-503-2921 
メール：ier@adb.fukushima-u.ac.jp 

原発周辺地域における放射線被ばくが野生生物に与える影響の解明を目指す研究が

本年度の foR-A プロジェクト(※)に選ばれ、この研究分野には多くの注目が集まってい

ます。 

一方、平成 28 年度よりコロラド州立大学のサマープログラムにおいて、放射線分野

を研究する大学院生が環境放射能研究所にて活動を行っています。昨年、主に浪江町な

どで野生生物の研究を行ったドノヴァン・アンダーソンさんは、福島大学で環境放射能

分野の研究がしたいと福島大学に籍をおき、難波所長やトーマス・ヒントン教授、石庭

寛子特任助教と共に活動しています。 

アンダーソンさんから見た福島での研究、そして石庭特任助教の研究について報告さ

せていただきます。 
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